
 

中中国国文文学学科科

古代から近現代におよぶ中国文学を学ぶ。悠久の歴史をもつ中国文学は、多彩かつ多様なジャンルがあり、魅力

的な作品に富む。また、中国文学は言語をはじめとする他の歴史・思想・宗教・民俗文化などの諸領域と密接に関

連し、その上に開いた精華といえる。それらのさまざまな文化事象をあわせ学び、中国文学の作品を通して読解力・

鑑賞力を涵養し、その特質を明らかにすることを目標とする。

年次においては入門期の知識を概括的に幅広く学び、今後の学修における展開の基礎を培っていく。

年次以降においては、各自が学修の重点をどこに置くのかにより、 プログラムから プログラムを選択する。

【【卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））】】

知知識識・・技技能能

（ ）中国文学に関する基礎知識および中国古典読解能力を身につけることができる。

（ ）中国語運用能力を身につけることができる。

（ ）中国文学に関する情報処理能力を身につけることができる。

思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力

（ ）中国文学について、読解能力・中国語運用能力でもって、共感し理解できる。

（ ）中国文学及び関連する諸領域の学問に関し思考力を養うことができる。

（ ）中国文学に関する自らの考えを表現できる。

主主体体性性ををももっってて多多様様なな人人々々とと協協働働ししてて学学ぶぶ態態度度

（ ）中国文学・文化を通して他者を理解できる。

（ ）中国文学及び日本文学を理解し、それらを他者と共有できる。

（ ）国際的な視点でもって、広く社会に貢献できる。

以上の教育目標を達成するために設けられた授業科目を履修して所定の単位を修得し、かつ共通教育プログラム

において所定の単位を修得した者に、学士（文学）の学位を授与します。

【【教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））】】

科目群

卒業認定・学位授与方針（ ）

各科目群の教育目標知識・技能
思考力・判

断力・表現力

主体性を保

持しつつ多様

な人々と協働

して学ぶ態度

学
科
基
幹
科
目

学科基礎科目 ◎ ○ ○ 中国古典読解・中国語運用・

情報処理の三つの能力を身に

つける。中国文学に関し、基

礎知識と技能を身につけた上

で、発展的・実践的学修へと

至ることができる。

学科応用科目 ◎ ○ ○

研究・演習 ◎ ○ ○

卒業論文 ○ ◎ ○

プ
ロ
グ
ラ
ム

専
修
科
目

導入科目 ○ ◎ ○ プログラム選択のための基礎

的学修と選択後、各プログラ

ムの発展的学修へと至り、総

合的かつ専門的な知識を得る

ことができる。

プログラム基礎科目 ◎ ○ ○

プログラム応用科目 ◎ ○ ○

関
連
科
目

関連科目 ◎ ○ ○

関連する諸分野の学問を学ぶ

ことで、中国文学に関する知

識をさらに深化し、広げるこ

とができる。
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【【各各ププロロググララムムににつついいてて】】

文文学学研研究究ププロロググララムム

古代から近現代におよぶ中国文学を主たる対象とし、その作品の解釈・鑑賞を通して中国文学の特質を学ぶこ

とに重点を置く。

中中国国語語教教養養ププロロググララムム

中国語を基礎から学び応用力を身につけることに重点を置く。 年次後期には、上海・復旦大学もしくは台北・

台湾師範大学へのセメスター留学が必修となり、生きた中国語や文化を学び中国語運用能力を高める。

中中国国民民俗俗文文化化ププロロググララムム

中国文学を核としながら東アジア世界に広がる基層文化をも視野に入れ、中国の民俗文化を学ぶ。

人人文文総総合合ププロロググララムム

中国文学を核としながら関連諸領域を学び、幅広い中国理解を目指すことに重点を置く。

【【ププロロググララムム選選択択制制ににつついいてて】】

プログラムが分かれるのは、 年次からである。したがって、プログラムの選択は、 年次前期の履修登録の際

に行う。登録後の変更は原則として認められない。

年次において特別な事情によりプログラムを変更する場合には、教務委員との面談の後、学科で検討する。

【【卒卒業業論論文文選選択択ににつついいてて】】

卒業論文は選択制である。卒業論文を履修する場合は、 年次前期の履修登録時に「卒業論文Ⅰ」を登録するこ

と。「卒業論文Ⅱ」は 年次後期に登録を行い、その登録は 年次まで 年半にわたり継続する。「卒業論文Ⅱ」

の登録単位は、 年次の履修単位制限に含まれる。

「卒業論文Ⅰ」を修得していないと「卒業論文Ⅱ」を登録することはできない。「卒業論文Ⅱ」の登録確定後

の変更は原則として認められない。（ 参照）

【【セセメメススタターー留留学学ににつついいてて】】

中国語教養プログラムを選択した学生は、中国語圏へのセメスター留学が必修となっている。セメスター留学

については、国際交流課による説明会が開催される。参加すること。

【【カカリリキキュュララムムのの構構成成とと履履修修方方法法】】

科目区分 履修方法

文学研究プログラム 中国語教養プログラム

卒業論文
履修者

卒業論文
非履修者

卒業論文
履修者

卒業論文
非履修者

学
科
基
幹
科
目

学修基礎科目※
選択

必修 単位 単位 単位 単位

学科基礎科目 必修 単位 単位 単位 単位

学科応用科目※

（研究・演習） 選択必修 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

学科応用科目
（卒業論文） 必修 単位 単位

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
修
科
目

導入科目 選択必修 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

プログラム基礎科目※

選択

選択必修 単位以上 単位以上

必修 単位 単位

プログラム応用科目※
必修 単位 単位 単位 単位

選択必修 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

関連科目 選択

合計 単位以上
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科目区分 履修方法

中国民俗文化プログラム 人文総合プログラム

卒業論文
履修者

卒業論文
非履修者

卒業論文
履修者

卒業論文
非履修者

学
科
基
幹
科
目

学修基礎科目※
選択

必修 単位 単位 単位 単位

学科基礎科目 必修 単位 単位 単位 単位

学科応用科目※

（研究・演習） 選択必修 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

学科応用科目
（卒業論文） 必修 単位 単位

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
修
科
目

導入科目 選択必修 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

プログラム基礎科目※
選択

選択必修 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

プログラム応用科目※
必修 単位 単位 単位 単位

選択必修 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上

関連科目 選択

合計 単位以上

※ 学修基礎科目のうち「中国古典読法Ⅰ～Ⅲ」は必修。「中国古典読法基礎」は選択。

※ 学科応用科目は、いずれのプログラムを選択した場合でも「中国原典演習Ⅰ～Ⅳ」の中から 単位以上選択必修であ

る。

※ プログラム基礎科目は、選択したプログラムの「基礎Ⅰ～Ⅲ」から指定された単位数以上を修得する。

※ プログラム応用科目は、選択したプログラムによって指定されている「特殊講義 ・ 」 単位が必修である。
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中国古典読法基礎 半期 ○ 選択

中国古典読法Ⅰ 半期 ○

中国古典読法Ⅱ 半期 ○

中国古典読法Ⅲ 半期 ○

中国学入門 半期 ○

中国文学概説 半期 ○

中国文学通史 半期 ○

中国語基礎演習 前期集中 ○

中国語演習Ⅰ 半期 ○

中国語演習Ⅱ 半期 ○

漢字情報処理Ⅰ 半期 ○

漢字情報処理Ⅱ 半期 ○

唐宋詩文演習 半期 ○

詩経演習 半期 ○

論語演習 半期 ○

楚辞演習 半期 ○

文選演習 半期 ○

中国原典研究Ⅰ 半期

中国原典研究Ⅱ 半期

中国原典研究Ⅲ 半期

中国原典研究Ⅳ 半期

中国原典演習Ⅰ 半期

中国原典演習Ⅱ 半期

中国原典演習Ⅲ 半期

中国原典演習Ⅳ 半期

卒業論文Ⅰ 前期 ○

卒業論文Ⅱ 3ｾﾒｽﾀ 「卒業論文Ⅰ」を修得済であること・卒業論文履修者は必修

中国人文学概説 半期 ○

中国民俗文化概説 半期 ○

現代中国概説 半期 ○

中国古典の世界 半期 ○ 選択

中国文学基礎Ⅰ 半期 ○

中国文学基礎Ⅱ 半期 ○

中国文学基礎Ⅲ 半期 ○

現代中国の世界 半期 ○ 選択

中国語教養基礎Ⅰ 半期 ○

中国語教養基礎Ⅱ◆ 半期 ○

中国語教養基礎Ⅲ◆ 半期 ○

中国文化の世界 半期 ○ 選択

中国民俗文化基礎Ⅰ 半期 ○

中国民俗文化基礎Ⅱ 半期 ○

中国民俗文化基礎Ⅲ 半期 ○

中国「君子」の世界 半期 ○ 選択

人文総合基礎Ⅰ 半期 ○

人文総合基礎Ⅱ 半期 ○

人文総合基礎Ⅲ 半期 ○

（次ページに続く）

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

4単位以上選択必修

文学研究プログラム選択者は
4単位以上選択必修

中国語教養プログラム選択者は
6単位必修

中国民俗文化プログラム選択者は
4単位以上選択必修

人文総合プログラム選択者は
4単位以上選択必修

履修方法

6単位必修

24単位必修

○

○

○

○

○

○

○

○

○

文学研究プログラム選択者で
　「卒業論文Ⅱ」選択者　　 8単位以上選択必修
　「卒業論文Ⅱ」非選択者　14単位以上選択必修
中国語教養プログラム選択者で
　「卒業論文Ⅱ」選択者　　 4単位以上選択必修
　「卒業論文Ⅱ」非選択者　10単位以上選択必修
中国民俗文化プログラム選択者で
　「卒業論文Ⅱ」選択者　　 6単位以上選択必修
　「卒業論文Ⅱ」非選択者　12単位以上選択必修
人文総合プログラム選択者で
　「卒業論文Ⅱ」選択者　　 6単位以上選択必修
　「卒業論文Ⅱ」非選択者　12単位以上選択必修
なお、いずれのプログラム選択者も「中国原典演習Ⅰ～Ⅳ」の中から必ず2単
位以上を含むこと

学
科
基
幹
科
目

学
修
基
礎
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
科
応
用
科
目

研
究
・
演
習

卒
業
論
文

科目区分 授業科目 開講 単位
開講学年

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
修
科
目

導
入
科
目
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中国文学特殊講義A 半期

中国文学特殊講義B 半期

中国語教養特殊講義A 半期

中国語教養特殊講義B 半期

中国民俗文化特殊講義A 半期

中国民俗文化特殊講義B 半期

人文総合特殊講義A 半期

人文総合特殊講義B 半期

中国学特殊講義Ⅰ（文学） 半期

中国学特殊講義Ⅱ（文学） 半期

中国学特殊講義Ⅲ（中国語応用）＊ 半期

中国学特殊講義Ⅳ（中国語応用）＊ 半期

中国学特殊講義Ⅴ（中国語応用）＊ 半期

中国学特殊講義Ⅵ（思想・宗教） 半期

中国学特殊講義Ⅶ（思想・宗教） 半期

中国学特殊講義Ⅷ（歴史）＊ 半期

中国学特殊講義Ⅸ（歴史）＊ 半期

中国学特殊講義Ⅹ（芸術）＊ 半期

中国学特殊講義ⅩⅠ（芸術）＊ 半期

中国学特殊講義ⅩⅡ（生活文化） 半期

中国学特殊講義ⅩⅢ（生活文化） 半期

中国学特殊講義ⅩⅣ（言語文化）＊ 半期

中国学特殊講義ⅩⅤ (言語文化)◆ 半期

中国学特殊講義ⅩⅥ (言語文化)◆ 半期

中国学特殊講義ⅩⅦ (言語文化)◆ 半期

中国学特殊講義ⅩⅧ (言語文化) 半期

中国学特殊講義ⅩⅨ (言語文化) 半期

日本文学概論Ⅰ 半期 ○

日本文学概論Ⅱ 半期 ○

日本語学概論Ⅰ 半期 ○

日本語学概論Ⅱ 半期 ○

日本文学講読Ⅰ 半期 ○

日本文学講読Ⅱ 半期 ○

日本文学史Ⅰ 半期 ○

日本文学史Ⅱ 半期 ○

日本語学講読Ⅰ 半期 ○

日本語学講読Ⅱ 半期 ○

日本語史Ⅰ 半期 ○

日本語史Ⅱ 半期 ○

伝承文学講読Ⅰ 半期 ○

伝承文学講読Ⅱ 半期 ○

日本語教授法Ⅰ 半期 ○

日本語教授法Ⅱ 半期 ○

書道Ⅰ 半期 ○

書道Ⅱ 半期 ○

書道実習ⅠA 半期 ○

書道実習ⅠB 半期 ○

書道実習ⅡA 半期

書道実習ⅡB 半期

書道実習ⅢA 半期 ○

書道実習ⅢB 半期 ○

書道実習ⅣA 半期

書道実習ⅣB 半期

（次ページに続く）

○

○

○

○

○

○
文学研究プログラム選択者は
　「中国文学特殊講義A・B」4単位必修、
　「中国文学特殊講義A・B」以外のプログラム応用科目
　　の中から8単位以上選択必修
　　　　　　　　　　　　　　　　　（計12単位以上）

中国語教養プログラム選択者は
　「中国語教養特殊講義A・B」4単位必修、
　「中国語教養特殊講義A・B」以外のプログラム応用科目
　　　　の中から10単位以上選択必修
　　　　　　　　　　　　　　　　　（計14単位以上）

中国民俗文化プログラム選択者は
　「中国民俗文化特殊講義A・B」4単位必修、
　「中国民俗文化特殊講義A・B」以外のプログラム応用科目
　　の中から10単位以上選択必修
　　　　　　　　　　　　　　　　　（計14単位以上）

人文総合プログラム選択者は
　「人文総合特殊講義A・B」4単位必修、
　「人文総合特殊講義A・B」以外のプログラム応用科目
　　の中から10単位以上選択必修
　　　　　　　　　　　　　　　　　（計14単位以上）

○

○

○

○

○

○

授業科目 開講 単位 履修方法
開講学年

○

○

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
修
科
目

○

プ
ロ
グ
ラ
ム
応
用
科
目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

科目区分

○

関
連
科
目

○

○

○

○

○
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古典教育研究Ⅰ 半期 ○

古典教育研究Ⅱ 半期 ○

国語教育学概論Ⅰ 半期 ○

国語教育学概論Ⅱ 半期 ○

国語教育実践研究Ⅰ 半期 ○

国語教育実践研究Ⅱ 半期 ○

○で示す開講学年で履修することが望ましい。ただし、履修学年に制限がない限り、当該学年以降でも履修することができる。

◆「中国語教養基礎Ⅱ・Ⅲ、中国学特殊講義ⅩⅤ～ⅩⅦ」はセメスター留学読替予定科目のため、本学では開講しない。

＊「中国学特殊講義Ⅲ～Ⅴ、Ⅷ～ⅩⅠ、ⅩⅣ」は原則として隔年開講である。

関
連
科
目

履修方法科目区分 授業科目 開講 単位
開講学年
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